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物干金具・
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設計
施工
ガイド

折戸
金具

折戸
金具

使用条件

SW SYSTEM SW-900 平行収納プラン SW SYSTEM SW-900 回転収納プラン
一般住宅屋内用木製パネル（浴室には使用できません）
◇パネルの総質量：40kg以下（パネル１枚）　◇パネルの厚さ：30～40mm（フラットハンドル使用の場合：36～40ｍｍ）
◇パネルの幅：1300mm以下（SWボトムタイトを使用の場合）

操 作 方 法

■引戸パネルを引戸として使用しているときのFG-N150（格納下部ガイド）の操作について

戸
と

床
の

す
き

ま
11
～
16

●引戸パネルを引戸として使用している時

操作ツマミ

①パネルの
木口を押す

引っ掛かり

上がらない

下部ガイド部

操作ツマミは本体内部に引っ掛かっており、上げることはできません。
●引戸パネルを収納部に収納する時
本体が下部ガイド部に嵌合した状態で、戸の木口を矢印方向に押すと、
本体内部の掛かりが外れますので、そのまま操作ツマミを上げると、
下部ガイドが本体に格納されます。

格納下部ガイドは、下部ガイド部を確実に嵌合させるため、不用意な操作ができなくなっております。下記手順とご注意をご確認のうえ、操作してください。

引戸パネル

①操作ツマミを下ろすと、フランス落しのシャフトが下り、
坪受位置でパネルが固定されます。

②さらに操作ツマミを下ろすと、シャッターが下ります。

18

■SWボトムタイトの操作方法

■SWボトムタイト
　シャッターの垂れ下がり調整

シャッター

操作ツマミ

調整ツマミ

シャッター

本体

上がる

下がる

調整ツマミ

シャッターが
上がる

シャッターが
下がる

戸

下部ガイド部

下部ガイド部

本体 本体

設 計 ガ イ ド
■Aプランのパネル寸法の求め方

パネルの寸法の求め方

直線レール（L1、L2、L3、L4）の長さ寸法の求め方
●上図を参考にしてください。

D
2

D2 D1

D
1
D
1
D
1

L4=（40×収納パネル枚数）+60

L2=L4－60

L3
＝
D
W
1－
（
2×
K
）－
70

P
2＝
D
W
1－
（
2×
K
）

D1
収納パネル

D2
開き戸パネル

D1
収納パネル

D1
収納パネル

B＝
下
す
き
ま
寸
法

12
～
18 A＝

パ
ネ
ル
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

4～
10

P1－16

P
1

60

10
3

70
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最小DW2

DW2

HD
H

DW1

W

D1

DW1

D1

DW1

L1=W－(L4＋70)

フラットハンドル

シークレット
ヒンジ

シークレット
ヒンジ

●上下のすきま寸法は､AとBの最小値どうしを足した寸法（＝16mm）、あるいは最大値どうしを足した寸法（＝28mm）に設定しますと､
パネルの上下調整ができませんのでご注意ください。

　上下のすきま＝Aの最小値＋Bの最小値＋調整に必要な寸法  (ただし、16mm＜上下のすきま＜28mm）
●すきま寸法は､枠や床のたわみや､パネルの反りの発生などを考慮のうえ余裕のある寸法を設定してください。

製品紹介 289～293

ご注意

操作ツマミは無理に上げないでください。
引っ掛かり部が削れ、正常な操作ができなくなります。

ご注意

パネルの上下調整後も、
戸と床のすきま寸法は
11～16mmを厳守し
てください。

ご注意

①パネルからSWボトムタイト本体とシャッター
を外します。

②本体の調整ツマミを回して、シャッター先端
の垂れさがりを調整します。調整ツマミを上
に回すと上がり、下へ回すと下がります。
※パネルを吊ったまま調整はできません。

P1

上
部
レ
ー
ル
の
高
さ

寸
法
=2
8

K：パネルのはみ出し寸法

P2（吊りピッチ）
DW

P1
※Aプラン・Bプラン共通の求め方です。

（1/2パネル厚×1/2パネル厚）+（P1×P1）K=

製品紹介 288、290～293

②押したまま

③上げる

●高さ寸法 DH ＝ H－（A＋B＋28）
　A＝4～10mm
　B＝12～18mm
●収納パネル幅寸法DW1 ＝開き戸パネル幅寸法DW2=（W-13）÷総パネル枚数
※上記の場合、パネルを収納した際、開き戸パネル戸先側と収納パネルの木口面に（P1－16）の段差が生じ
　ます（左図参照）。この段差をフラットにしたい場合は、収納パネル幅（DW1）を大きく、開き戸パネル幅
　（DW2）を小さくして調整してください。ただし、開き戸パネル幅 DW2≧{（40×収納パネル枚数）+130}
　となります。
●厚さ寸法 ＝ 30～40mm（フラットハンドルを使用の場合は36～40mm）

K寸法
パネル厚／P1

30
33
36
40

30
34
34
35
36

40
43
43
44
45
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